
 

 

１ 実践の目的 
 二宮町では、令和５年４月より町内すべ

ての学校が１つの施設分離型小中一貫教育

校『にのみや学園』となった。学園の開校に

向けて、にのみや学園の教職員全員の願い

や想いを紡ぎ、教育目標を次の通り定めた。 

 

 

この教育目標を実現するために、子ども

同士の学び合いや話し合いを中心とした授

業づくりに学園全体で共通性と一貫性をも

って取り組んでいる。学級づくりの基盤や

学習の進め方をそろえることで、子どもた

ちが安心して学んだり、進級したりできる

ようにするとともに、９年間を見通して子

どもたちに必要な資質・能力の育成を図る

ことができると考える。 

子どもたちに育みたい資質・能力を学園内

で共通理解を図り、授業づくりを進めるこ

とを大事にしている。 

 授業づくりでは、「何を学ぶか」だけでな

く、「どのように学ぶか」を意識し、知識・

技能だけでなく、思考力・判断力・表現力や

学びに向かう力・人間性を一体的に育てて

いくための授業改善を図ることを意識して

いる。 

 

 

特に、３年次となる令和５年度において

は、学びに向かう力を高めていくために、以

下の内容も研究の視点に加えて取り組んだ。 

・習得の授業における子どもの主体性 

・日常生活や学校生活との関連付け 

・学習活動や単元全体の目的意識の共有 

 

２ 実践の内容 
（１）研究体制 

今年度も引き続き、教育力向上アドバイ

ザー吉新一之氏（元川崎市立川崎小学校長）

を講師に迎え、指導・助言を仰いでいる。今

年度は、上学年下学年ブロックで各１クラ

ス合計２クラスの授業発表する形から、全

学年で授業をして参観し合う形に変更した。 

また、学級の受容的な雰囲気づくりの醸

成を目指し、教員の人権感覚を磨き、多様な

児童の理解を深めるため、星山麻木氏（明星

大学教育学部教育学科教授）を招聘し研修

会を行った。 

 

（２）研究授業、研究協議の様子 

１年生国語では、日頃から取り入れてい

る全員挙手、ハンドサインなどを通して、伝

え合う楽しさの基盤を作ることができた。 

２年生国語では、児童一人ひとりが、友だ

ちに相談したいことを提案し、みんなで考

える経験ができた。 

３年生保健体育では、「健康」について今

の自分たちができることについて、思考ツ

ールを取り入れて伝え合い学び合った。 

４年生道徳では、自分たちで問題提起し
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自分たちで話し合いを進めて考えを広めた

り深めたりした。 

５年生体育では、バスケットボールで、タ

ブレットのジャムボードを活用した作戦会

議に話し合いを取り入れた。作戦が実践に

つながらなかったときも子どもたち自身で

振り返ることができた。 

６年生社会では、教員は板書に徹し、めあ

てを提示するだけで、子どもたち同士で時

間配分や話し合い、まとめまで進めること

ができた。 

どの学年・教科においても、学校全体で発

達段階と児童理解を共有して取り組むこと

で、教員、児童共に、楽しく学び合い深め合

うことができること等を確認できた。 

 

３ 実践の成果 
（１）子どもの変容 

・自然に子どもたちから話し合いをするよ

うになり、話し合いを楽しむようになった。 

・自主的に学習しようという姿勢が芽生え

た。 

・子ども同士で授業を進めることに慣れて

きた。また、授業を楽しんでいるようだ。 

・昨年度までの積み重ねがある分、話し合い

の授業ができていた。 

・話し合いなどの時間配分が自分たちでで

きるようになってきた。 

・特別支援学級は今までは個別指導が多か

ったが、話し合い活動が得意な児童の活躍

の場ができ、児童同士で話す、聞く活動が

できるようになってきた。 

 

（２）教師の変容 

・学級担任と特別支援学級担任が児童の様 

子を共有して、成長を共に喜び合い、手 

立てを考えるようになった。 

・何かしら、話し合いの機会をもつように意 

識して取り入れるようになった。 

・山西小学校の取り組みを参観したことで、 

研究の理解が深まった。 

・先生たちがリードすることがいい意味で 

 なくなった。 

・子どもたちに任せる場面と子どもの状況 

 に合わせて、教員がしっかり関わる場面 

を意識するようになった。 

  

４ 今後の展開 
「授業者がやりたい教科と単元」に挑戦

し、吉新先生にご意見をいただく研究のや

り方を取り入れたことで、教員たちの「やっ

てみよう。やりたい。」という思いにつなが

る研究になった。研究も、誰かに言われてや

ると、教員がそちらに寄せてしまうが、「や

りたい。」から入っていくことで、より積極

的な授業改善につなげることができた。今

後もこの形を継続したい。 

また、学年でやってきたことや、めざすと

ころを年度はじめに確認し、「今の児童の実

態」に応じて目標ややり方も柔軟に変更し

たことで、子どもたちの話し合いの経験が

積み重ねられ、話し合いスキルがより大き

く伸びることにつながった。今後も年度当

初の確認を大切にしていきたい。 

一方で、一色小学校は教科担任制が進ん

でいるため、学年に関わる教員の中で、この

学年では、「ここまでできるようにする。」と、

ある程度共有しておく必要を感じた。特に、

非常勤の教員と子どもの情報の共有が難し

いので、学校研究で取り組んでいることを

共有する機会を設けるなどの工夫で改善を

図りたい。また、子どもが授業を進めること

で、学習の進度を保つことが難しく感じる

こともある。深い学びを追究しつつ、授業の

進度についても改善できるよう、研究を進

めていきたい。 


